
 

 

名古屋工業大学高度防災工学研究センター主催 

2020 年度シンポジウム「ひと・まち・地域を育てるこれからの防災」のご報告 

2020.3.2 【ひと・まち・地域を育てるこれからの防災 ～南海ト

ラフ巨大地震に打ち勝つ最前線の取り組みを知る～】 
オンライン 60 人 

【概要】 

未曾有の津波災害を経験した東日本大震災から 10 年。原発事故との複合災害によって

現代社会はその脆弱さを露呈した。さらに、自然環境の変化や感染症対策など、これから

の私たちの社会はより大きく変わろうとしている。そこで、防災最前線でこの課題に取り

組む４人の新進気鋭の研究者とこれからの防災について考える企画として本シンポジウ

ムを開催した。 

【主催】  名古屋工業大学高度防災工学研究センター 

【共催】  東海圏減災研究コンソーシアム 

【日時】  2021 年 3 月 10 日（水）13：30〜16：00 リアルタイム双方向会議形式 

【場所】  teams オンライン会議室 

【プログラム】 

時間 内 容 講 師 

13：00 開場 

13：30 主催者挨拶（木下隆利：名古屋工業大学学長） 

13：35

～15：00 

話題提供 

「官民連携による防災体制の構築に向けて」  
阪本真由美（兵庫県立大学減災復興政策研

究科教授） 

「地域防災人材育成と連携」   
小山 真紀（岐阜大学流域圏科学研究セン

ター准教授） 

「地域で暮らす医療ケアが必要な災害時要配

慮者の命を守る減災への取り組み」  

佐々木裕子（愛知医科大学看護学部在宅看

護学准教授） 

「コミュニティによる事前復興計画の意義と

課題」 

中居 楓子（名古屋工業大学社会工学プロ

グラム助教） 

15：15

～16：00 

パネルディスカッション 

「ひと・まち・地域を育てるこれからの防災」 

パネリスト：阪本真由美、小山 真紀、佐々木裕子、中居 楓子 

コーディネーター：秀島 栄三（名古屋工業大学大学院教授） 

司会：井戸田秀樹  

【概要】 

パネルディスカッションでは、4 人の話題提供者が携わってきた被災者支援、避難計画、

防災まちづくり、防災学習などソフト的な災害対応に焦点をあて、それぞれの取り組みで

どのような予定外のことがあったか、新型コロナで何が変わったか、過去 10 年間を踏まえ、

今後にむけて何を準備すべきかについて話し合った。要支援者をはじめ多様な主体が支え

合う、助け合うことが重要、その認識を広く共有することが必要との結論に到った。 



 

 

 

高度防災工学研究センター主催シンポジウム 

『ひと・まち・地域を育てるこれからの防災 ～南海トラフ巨大地震に打ち勝つ最前線の取り組みを知る～』 

チラシ



 

 

   

         木下学長挨拶       阪本真由美先生 

 

   

  小山真紀先生       佐々木裕子先生 

 

   

中居楓子先生     パネルディスカッション 

 

高度防災工学研究センター主催シンポジウム 
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オンライン開催の様子



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

  
 


